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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・明日、病棟のワックスがけの予定でしたが、ワックスの在庫が無いとの事で、ワックスがけは延期となります。庶務には連絡し、購入したら病棟に連絡して頂くことになっています。

・修繕等の発注伝票の記載において、「発注先」は記載する必要は無いとの事です。各自周知をお願いします。

・昨日の障害者施設での事件の事もありますので、戸締りは決まられた時間にしっかり行いましょう。

＜患者様連絡事項＞

・千葉　光広様～本日10：00西病棟Ｂユニットより転入となっています。

・飯田　修子様～母様の面会の為、10：00～16：00外出しています。

　　　　　　　　退院後の訪問看護は週一回、金曜日の11：00で調整しています。初回は8/12の予定です。

・澤口　利香様～本日17：10～19：30歯科受診の為、外出となっています。

・盆などで御家族が面会に来られた時は、退院等の今後のことについて確認し、退院:支援につなげていきましょう。

＜注目患者様＞

・宮本　建蔵様～妹様とも相談し、今後も青山荘入所の方向で進めていく事にしていましたが、7/25(月)の準夜帯に「やっぱり行きません」とスタッフに話していました。翌日、他のスタッフとの話で「歳です。おしっこも出るし」「お金がきついそうですよ」等と話していました。これまでの経過もあるため、長い目でみて欲しい事を伝えられても返答していません。その後は訴えはありません。

　　　　　　　　現在の方向としては妹様の希望もあり、上記のように青山荘入所となっています。妹様の心配事は、本人の年金で賄えるかのみであり、それについても、後日、担当ＰＳＷと会って説明を受ける事になっています。スタッフは現状を把握し(退院の方向やどこまで進んでいるか等)、統一した対応をしていきましょう。

・袴田　将志様～入浴に拒否的となっている他、スタッフに対して口調を強くする事がありました。トラブルはありませんが、引き続き、精神状態やトラブルの有無を観察していきましょう。

・布施　邦雄様～先週の診察で臨時薬ロナセンを中止してから、独語や空笑はありますが、迷惑行為はありません。引き続き、精神状態の観察をしていきましょう。

＜転入患者様情報＞

氏名：千葉　光広様(51)

　主病名：統合失調症

　合併症：精神遅滞、過活動膀胱、気管支喘息、高血圧症、高脂血症

　主治医：田名部Ｄｒ

入院に至る経緯

八戸市にて同胞2名第1子長男として出生｡地元の小学校に進学。小学校6年生時に腰を痛め､変形性脊椎症の診断を受けていた｡中学2年生頃より「腰が痛くて動きたくない」「勉強したくない」等の理由から不登校となり､詳細は不明であるが､八戸市立市民病院[精神科]に3ヶ月間入院し､入院中は院内学級に通っていた｡退院後､中学3年生からは特殊学級に戻り卒業｡卒業後､八戸市の下田塗装に就職するが、高い所に上りﾍﾟﾝｷ塗りを行う作業に恐怖感が強まり､3日で退職｡以後は就労せず､自宅で母親の家事仕事を手伝っていた｡

H元年(24歳)より､幻覚･妄想等の症状が出現し､同年11月7日に自宅や近所のｶﾞｽﾒｰﾀｰや電話線を破壊し､警察署より聴取を受けていた｡また､八戸市役所福祉課の指導により､H2年にみちのく記念病院を初診｡以後､不定期ではあるが外来受診を継続。H3年11月より障害基礎年金を受給。H21.10.5母親が統合失調症の為､湊病院へ入院｡H22年頃より妄想等の症状が増悪｡既に死去し､ﾐｲﾗ化した飼い犬を自宅にて世話をし続ける等の奇異行為があり､H22.3.31湊病院を初診し､同日入院(任意)｡

H23.2.18退院後､母親と世帯分離をし､生活保護を受給継続｡宿泊型自立支援訓練事業所｢清里｣へ入所し､同院への通院を継続｡H24.8.29｢清里｣を退所しｱﾊﾟｰﾄにて単身生活となり､同院への通院(1回/4週)､同院精神科ﾃﾞｲ･ﾅｲﾄｹｱの利用(5日/週)を継続｡精神科ﾃﾞｲ･ﾅｲﾄｹｱで行っていた､銅線を切る作業を好んで行っていた｡H25.7.30病状が悪化し､同院へ入院(任意)。

H25.11.20退院後､同院への通院､ﾃﾞｲﾅｲﾄ･ｹｱの利用を継続していた。H28.1.14午後7時頃､ｱﾊﾟｰﾄの防犯ｶﾒﾗや居室の電気配線ｹｰﾌﾞﾙ(1階の駐車場)を､ﾆｯﾊﾟｰで切断。また､同年1月16日､ｱﾊﾟｰﾄのｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞのﾊﾞﾙﾌﾞを破損させることがあり､同年1月26日逮捕･拘留｡同年2月9日､簡易鑑定が行われ､統合失調症ならびに精神遅滞にて責任能力が減弱していると判断。措置通報が行われ､要措置と診断されて､H28.2.16当院1回目の入院となる(措置入院)｡治療により病状が安定し､自傷･他害の危険性が消失したことから､H28.7.1任意入院へ変更となる。

・受け持ちスタッフ：川守田ＭＮｓ、清川Ｎｓ、金子Ｃｗ

・病室：306号室

・保護者はＮＰＯ法人　しゃらくの清水氏で、8月に入らないと来院出来ないとの事。小遣いや買い物カードなどの処理は、保護者の方が来院されてからとなります。洗濯のお金は、通帳の残金を確認してから卸せる場合は卸します。

・「うるさいと動悸がする」と訴えがあり、現在薬剤調整中です。8/2(火)に臨時薬が切れるため、診察時に処方してもらいましょう。また、同室者に独語が活発な方がいますが、個人の特徴もある事を説明し、不都合がある場合はスタッフに話すよう伝えています。各勤務帯で状態を観察していきましょう。

・転入後、食事や服薬は問題なく行えています。

